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自自治治労労情情報報化化
推推進進集集会会

１１
月
２７
、
２８
日
の
両
日
、
自
治
労
本
部
２
０
０
９
年

度
情
報
化
推
進
集
会
が
東
京
・
自
治
労
会
館
で
開
か

れ
、
全
国
か
ら
７６
人
、（
う
ち
北
海
道
４
人
、
女
性
が
１６

人
）
が
参
加
し
た
。
自
治
労
は
、
急
速
に
進
化
す
る
情

報
化
の
中
で
、
組
合
員
に
迅
速
な
情
報
提
供
す
る
た

め
、
全
単
組
・
全
県
本
部
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

と
、
双
方
向
性
の
情
報
発
信
を
め
ざ
し
て
い
る
。

こ
の
集
会
は
、
こ
れ
ま
で

２
年
に
１
度
行
わ
れ
て
い

た
、
各
県
本
部
の
シ
ス
テ
ム

担
当
者
向
け
の
「
情
報
担
当

者
会
議
」を
、各
単
組
に
も
呼

び
か
け「
情
報
化
推
進
集
会
」

と
位
置
づ
け
て
開
か
れ
た
。

集
会
の
目
的
は
、
自
治
労

全
体
の
Ｗ
ｅ
ｂ
技
術
の
積
極

的
な
活
用
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
意
識
の
向
上
。
シ
ス
テ

ム
担
当
者
を
対
象
と
す
る
研

修
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
て
い
る
県
や
単
組
の
経

験
交
流
な
ど
を
行
っ
た
。

集
会
で
は
、
初
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

が
行
わ
れ
、
自
作
の
部
（
開

設
か
ら
更
新
ま
で
自
作
）
で

全
道
庁
労
連
が
入
選
し
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
説
明
を
し
た
。

道
本
部
は
、
外
注
の
部
（
開

設
は
外
注
、
更
新
は
道
本
部

担
当
者
が
更
新
）
で
佳
作
に

選
ば
れ
た
。

２
日
目
は
、
２
つ
の
分
科

会
が
行
わ
れ
、
第
１
分
科
会

は
シ
ス
テ
ム
担
当
者
向
け

に
、
組
合
で
の
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
の
講
演
や
説
明

が
行
わ
れ
た
。
第
２
分
科
会

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
者

や
、
こ
れ
か
ら
開
設
す
る
予

定
の
県
本
部
・
単
組
向
け
に

行
わ
れ
た
。
ま
た
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ

を
使
っ
た
北
海
道
本
部
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
説
明
を

行
い
、
記
事
や
写
真
の
更
新

方
法
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

Ｃ
Ｍ
Ｓ
と
は
？

コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。
Ｗ
ｅ

ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
構
成
す
る

テ
キ
ス
ト
や
画
像
、
レ
イ
ア

ウ
ト
情
報
な
ど
を
一
元
的
に

保
存
・
管
理
し
サ
イ
ト
を
構

築
し
た
り
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
。

組
合
員
に
迅
速
な
情
報
提
供

第
１
回
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル

が
入
賞

全体集会で、「全道庁労連ホームページ」を内容説明する木村さん

単組で「じちろうネット」ＩＤ取得しませんか？
自治労は、単組向けに「じちろうネット」を開設し、自治労全体

での情報共有化を進めています。ＩＤを取得すると、単組から組合
員にさまざまな本部情報を提供できるようになります。現在道内
で、８９単組がＩＤを取得しています。
※「じちろうネット」を使用するためには、単組でインターネッ

トが使用できるパソコンが必要です。ＩＤ取得については、道
本部企画総務部にお問い合わせ下さい。

リ
ス
ト
ラ
の
嵐
は
非
正
規
労
働
者
に

直
撃
だ
。労
働
者
へ
の
分
配
率
を
低
め
、

利
潤
を
株
主
と
役
員
に
厚
く
し
た
経
営

の
ま
ず
さ
。
い
ら
な
く
な
っ
た
ら
切
り

捨
て
る
労
働
者
に
責
任
持
た
な
い
経
営

者
た
ち
。「
安
心
し
て
働
き
た
い
」
人
間

と
し
て
の
願
い
…
た
だ
そ
れ
だ
け
だ
。

今
年
ち
ま
た
で
一
番
歌
わ
れ
た
曲
は

Ｇ
Ｒ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
Ｎ
の
『
キ
セ
キ
』
だ
と

か
。「
奇
跡
」
は
辞
書
で
、
常
識
で
は
考

え
ら
れ
な
い
神
秘
的
な
出
来
事
。
今
年

は
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
良
く
な
い

出
来
事
が
多
か
っ
た
日
本
。
来
年
は
政

権
交
代
で
変
革
の
『
奇
跡
』
願
う
。

連
合
北
海
道
第
２１
回
年
次
大
会

企
業
倒
産
の
防
止
と
雇
用
守
る

今
こ
そ
政
策
と
政
治
の
転

換
を
�
北
海
道
か
ら
チ
ェ
ン

ジ
（
変
革
）
�
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
連
合
北
海
道
は
１１
月

２７
日
、
札
幌
市
内
で
第
２１
回

年
次
大
会
を
開
い
た
。

�
柳
会
長
は
あ
い
さ
つ

で
、
雇
用
問
題
、
春
季
生
活

闘
争
、
政
治
闘
争
を
運
動
課

題
と
し
て
あ
げ
、
雇
用
問
題

で
は
、
解
雇
や
内
定
取
り
消

し
な
ど
が
多
発
し
て
い
る
厳

し
い
雇
用
状
況
の
改
善
に
向

け
て
、『
連
合
北
海
道
総
合
雇

用
対
策
本
部
』
を
設
置
す
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
春
季
生
活
闘
争

で
、
非
正
規
労
働
者
の
処
遇

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を

強
化
す
る
こ
と
を
強
調
。

衆
議
院
選
挙
闘
争
に
つ
い

て
は
、「
今
の
ま
ま
で
は
、
政

権
継
続
そ
の
も
の
が
政
治
空

白
だ
。
い
つ
選
挙
に
な
ろ
う

と
も
政
権
交
代
を
か
け
た
た

た
か
い
の
準
備
だ
け
は
万
端

整
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

自
治
労
道
本
部
は
、
杉
谷

副
委
員
長
が
、
地
域
医
療
確

保
を
求
め
る
署
名
運
動
、
福

祉
・
介
護
人
材
確
保
、
自
治

体
財
政
の
確
立
、
幌
延
・
地

層
処
分
実
現
規
模
実
証
設
備

事
業
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画

に
つ
い
て
発
言
し
た
。

大
会
で
は
、
企
業
倒
産
の

防
止
と
雇
用
を
守
る
特
別
決

議
を
満
場
一
致
で
採
択
し

た
。

１８
世
紀
末
か
ら
の
産
業
革
命

は
、
人
類
の
歴
史
を
農
業
中
心
の

社
会
か
ら
、
工
業
中
心
の
社
会
に

大
き
く
変
貌
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の

到
達
点
が
２０
世
紀
末
の
世
界
・
日

本
の
姿
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
２１
世
紀
の
今
、
人
類

は
、
本
格
的
な
情
報
化
社
会
を
迎

え
ま
し
た
。「
情
報
化
」
と
聞
く
と

新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ケ
イ
タ
イ
や
パ

ソ
コ
ン
な
ど
を
、
思
い
浮
か
べ
ま

す
が
、
そ
れ
は
情
報
化
社
会
に
と

っ
て
一
部
の
こ
と
で
す
。
政
治
や

経
済
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
い
て
、
人
間
の
意
識
や
価
値
観

の
変
化
を
と
も
な
い
、
情
報
化
社

会
は
進
展
し
て
い
き
ま
す
。

産
業
革
命
以
降
、
社
会
の
工
業

化
の
過
程
で
は
、
多
く
の
人
々
は

農
民
か
ら
賃
金
労
働
者
へ
と
移
動

し
、
ど
ん
底
の
生
活
を
強
い
ら
れ

な
が
ら
も
、
産
み
だ
さ
れ
た
通

信
、
交
通
、
出
版
等
の
科
学
技
術

や
知
識
を
徐
々
に
身
に
つ
け
、
団

結
し
、闘
い
、不
充
分
で
す
が
民
主

的
な
社
会
を
創
り
出
し
ま
し
た
。

情
報
化
社
会
に
入
っ
た
今
日
、

か
つ
て
、
蟹
工
船
や
女
工
哀
史
の

歴
史
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
格
差
社

会
、
非
正
規
、
ニ
ー
ト
、
ネ
ッ
ト

カ
フ
ェ
難
民
な
ど
同
じ
よ
う
な
こ

と
が
起
き
て
い
ま
す
。

労
働
組
合
の
新
し
い
ス
テ
ー
ジ

が
待
た
れ
て
い
ま
す
。
人
類
が
作

り
上
げ
た
新
た
な
科
学
技
術
を
、

自
ら
の
術
と
し
、
労
働
組
合
の
組

織
と
運
動
を
情
報
化
社
会
型
に
脱

皮
さ
せ
、
歴
史
的
使
命
に
答
え
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
慣
れ
親
し
ん
だ
若
い
組
合

員
の
皆
さ
ん
の
出
番
を
迎
え
て
い

ま
す
。

情
報
化
と
労
働
組
合

自
治
労
シ
ス
テ
ム
ズ
代
表
取
締
役

大
原

義
行

朔 風

道道道道道道道道本本本本本本本本部部部部部部部部２２２２２２２２００００００００００００００００９９９９９９９９国国国国国国国国民民民民民民民民春春春春春春春春闘闘闘闘闘闘闘闘討討討討討討討討論論論論論論論論集集集集集集集集会会会会会会会会
■日程 ２００９年１月８日�木１３：００～９日�金１２：００
■会場 自治労会館 ５Ｆ大ホール

１日目 １月８日�木
基調講演
「公務員制度改革（協約締結権）」および自治労春闘方針提起
道本部提起
「２００８秋期闘争中間総括�案および２００９当初予算闘争方針�案」
「春闘アンケートについて」
学習１「国民春闘の意義と２００９道本部春闘方針�案について」

２日目 １月９日�金
学習２「武庫川ユニオンのたたかいに学ぶ」（仮題）

小西純一郎武庫川ユニオン書記長
学習３「なぜ男女平等産別統一闘争を取り組むか」（仮題）

JICHIRO スケジュール
２００８年１２月

１５日�月 スポーツ運営委員会・組織拡大行動委員会

（札幌市）

１６日�火 拡大闘争委員会・合同専従者会議・進路委員会

全国自治研実行委員会（札幌市）

１７日�水 ０９自治労春闘討論集会（～１８日、東京）

２６日�金 道本部旗納め

２００９年１月

５日�月 道本部旗開き

自自自自自自自自自自自自
治治治治治治治治治治治治
労労労労労労労労労労労労
共共共共共共共共共共共共
済済済済済済済済済済済済
か

ら

お
知
ら
せ

自治労共済事故受付センター �0120－810－625
年
末
年
始
も
し
も
の

自
動
車
事
故
は

１．期 間 ２００８年１２月２６日�金 １７：００から

２００９年１月５日�月 １１：００まで

２．報 告 先 自治労共済事故受付センター

（安心ダイヤル・上記フリーダイヤル）

３．報告内容

�１契約者名、�２運転者名、�３契約番号、�４事故発生日時・場所、

�５相手方の名前・連絡先電話番号、�６事故状況

＊契約時にお渡しの、「セフティーカード」でお掛けください。

また、携帯電話からも掛けられます。

＊１月５日�月午前１１：００から、共済道支部で事故の対応をいたします。

道本部ホームページ

組合員専用ページは

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒０６０―０８０６ 札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電 話 ０１１―７４７―３２１１
ＦＡＸ ０１１―７００―２０５３
編集・発行 谷川 広美

全
道
庁
労
連

道

本

部

私の視点

ユーザー名：douhonbu

パスワード：jh2007

自治労北海道

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。

２００８年１２月１１日、２１日合併号（昭和２８年１２月１２日
第３種郵便物認可）jichiro-hokkaido.gr.jp自 治 労 北 海 道（毎月 １日・１１日・２１日発行、定価 １部 ６円

組合員の購読料は組合費の中に含まれています）��� 第１９６５号
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職職
場場
だだ
よよ
りり

ス
ト
レ
ス
解
消
方
法
学
ぶ

洞
爺
湖
町
労
連
で
は
職
務

対
策
部
の
取
り
組
み
と
し
て

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

１１
月
２７
日
勤
務
終
了
後
、

約
２
時
間
に
わ
た
り
日
本
産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
北
海

道
支
部
認
定
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
大
嶋
弘
道
さ
ん
を
お
迎
え

し
、
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
職
場
で
は
、
事
務

の
Ｏ
Ａ
化
に
よ
る
コ
ミ
ニ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
や
町
村
合

併
に
よ
る
職
場
環
境
の
変
化

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ

ス
の
要
因
を
抱
え
て
い
ま

す
。
今
回
の
講
習
会
で
は
、

「
ス
ト
レ
ス
の
自
己
評
価
チ

ェ
ッ
ク
」
や
「
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
技
法（
自
律
訓
練
法

実
習
）」な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
実
際
に
身
体
を
動
か
し

な
が
ら
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し

て
不
安
や
緊
張
を
ほ
ぐ
す
体

験
や
、「
ス
ト
レ
ス
の
気
づ
き

と
対
処
の
方
法
」
な
ど
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。参

加
者
は
、
思
っ
て
い
る

以
上
に
自
分
の
ス
ト
レ
ス
度

が
高
い
こ
と
に
驚
き
、
１
０

０
％
ス
ト
レ
ス
を
取
り
除
く

こ
と
は
無
理
で
も
、
適
度
な

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合

い
、
な
る
べ
く
物
事
を
プ
ラ

ス
思
考
で
考
え
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

今
回
は
、

連
合
北
海
道

か
ら
講
師
を

派
遣
し
て
い

た
だ
い
た
た

め
、
単
組
の

負
担
も
少
な

く
実
施
す
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
み

な
さ
ん
の
単

組
で
も
、
ぜ

ひ
開
催
し
て

み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？
オ
ス
ス
メ

し
ま
す
。

（
洞
爺
湖
町
労
連

書
記
長

石
川

邦
子
）

北海道で約１２万筆を集約

自
治
労
は
、「
福
祉
は
ひ
と

が
支
え
て
い
ま
す
」
を
メ
ー

ン
に
、
２
０
０
９
年
度
介
護

報
酬
改
定
を
焦
点
に
し
た
、

福
祉
人
材
確
保
全
国
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
っ
て
き
た
。

と
り
わ
け
、
介
護
労
働
者

の
劣
悪
な
労
働
条
件
の
改
善

が
急
務
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

は
単
に
自
治
労
に
関
係
す
る

福
祉
・
介
護
労
働
者
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
す
べ
て
の

福
祉
・
介
護
労
働
者
に
か
か

わ
る
問
題
だ
。

署
名
は
、
全
国
で
６４
万
５９

筆
を
集
約
し
、
北
海
道
分
は

１１
万
６
、
３
１
７
筆
を
集
約

し
た
。
短
期
間
で
の
取
り
組

み
に
、
ご
協
力
い
た
だ
き
感

謝
。
本
署
名
は
、
１１
月
２８
日

に
厚
生
労
働
大
臣
宛
に
提
出

し
た
。

現
状
は
、「
介
護
従
事
者
の

処
遇
改
善
の
た
め
の
緊
急
特

別
対
策
」
に
よ
り
制
度
施
行

後
初
め
て
の
介
護
報
酬
プ
ラ

ス
３
％
改
定
が
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

今
後
は
、
こ
の
報
酬
改
定

が
目
的
ど
お
り
使
わ
れ
て
い

る
か
の
検
証
と
、
報
酬
改
定

が
確
実
に
介
護
労
働
者
の
処

遇
改
善
に
使
わ
れ
る
し
く
み

づ
く
り
が
必
要
と
な
る
。

こ
れ
か
ら
も
、「
介
護
を
す

る
人
が
幸
せ
で
な
け
れ
ば
、

介
護
を
さ
れ
る
人
も
幸
せ
に

な
れ
な
い
」
と
い
う
思
い
を

こ
め
、
福
祉
・
介
護
労
働
者

の
処
遇
改
善
に
取
り
組
む
。

６４万筆の署名を前にする福祉職場の組合員＝自治労本部で
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泊
原
発
３
号
機
で
の
プ
ル

サ
ー
マ
ル
計
画
の
問
題
を
広

く
道
民
に
呼
び
か
け
る
た

め
、「
脱
原
発
・
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
市
民
の
会
（
事

務
局
・
北
海
道
平
和
運
動
フ

ォ
ー
ラ
ム
）
が
提
起
し
た
、

新
聞
の
意
見
広
告
の
と
り
く

み
に
、
自
治
労
道
本
部
は
、

単
組
・
総
支
部
・
組
合
員
に

呼
び
か
け
、
カ
ン
パ
活
動
を

し
て
き
た
。

１２
月
８
日
、
北
海
道
新
聞

朝
刊
全
道
版
に
、『
北
海
道
に

プ
ル
サ
ー
マ
ル
は
い
ら
ん
べ

さ
・
へ
ん
で
な
い
か
い
？
プ

ル
サ
ー
マ
ル
』
の
、
意
見
広

告
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ご
協
力
に
感
謝
す
る
。

１２
月
１５
日
抗
議
集
会

道
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
脱
原

発
・
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

市
民
の
会
は
、
１２
月
１５
日
、

最
終
報
告
書
に
抗
議
す
る
緊

急
集
会
。
さ
ら
に
、
１２
月
１８

日
、
道
へ
の
要
請
行
動
を
行

っ
た
。

道
本
部
は
１２
月
２５
日
、
道

に
要
請
行
動
を
行
い
、
道
民

の
安
心
・
安
全
に
む
け
て
、

計
画
反
対
の
取
り
組
み
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
く
。

３０人が参加したメンタルヘルス講習会＝１１月２７日

北
見
消
防
協

長
期
共
済
学
習
会

自
治
労
共
済
は
１２
月
４

日
、
北
見
市
内
で
北
見
消
防

協
の
会
員
１６
人
を
対
象
に
、

退
職
後
の
長
期
共
済
に
つ
い

て
の
学
習
会
を
開
い
た
。

社
会
保
障
の
不
安
が
あ
る

中
、
参
加
者
は
長
期
共
済
の

制
度
内
容
（
年
金
・
医
療
・

遺
族
補
償
）
に
つ
い
て
退
職

後
ど
の
よ
う
な
し
く
み
な
の

か
、
萩
原
前
損
害
調
査
部
副

部
長
の
説
明
を
熱
心
に
聞

き
、「
貯
金
の
つ
も
り
で
加
入

し
て
い
た
が
、
退
職
後
も
安

心
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め

の
原
資
だ
と
い
う
こ
と
を
知

っ
た
」
な
ど
の
声
が
あ
げ
ら

れ
た
。

こ
の
学
習
会
の
前
段
、
新

入
会
員
向
け
に
、
自
治
労
共

済
の
各
種
制
度
に
つ
い
て
の

学
習
会
も
行
っ
た
。

上記の意見広告は、北海道新聞１２月８日�月朝刊全道版に掲載された

「
政
局
よ
り
も
政
策
」
を
標
榜
し
た
麻

生
総
理
は
、
結
局
、
具
体
的
な
政
策
を
何

も
提
案
で
き
ず
政
治
的
空
白
を
い
た
ず
ら

に
拡
大
さ
せ
て
い
ま
す
。
地
域
で
は
資
金

繰
り
に
行
き
詰
る
企
業
が
多
発
し
、
経
営

者
か
ら
も
働
く
皆
さ
ん
か
ら
も
、
総
理
の

無
策
に
厳
し
い
批
判
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。総

理
は
、
地
域
や
国
民
生
活
の
現
実
を

知
ら
ず
、
定
額
給
付
金
な
ど
完
全
に
的
外

れ
な
政
策
を
主
張
し
、
国
民
を
混
乱
に
陥

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
務
を
強
制
的
に
担

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
治
体
職
員
に
皆

さ
ん
の
苦
悩
は
筆
舌
に
つ
く
し
難
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。こ

の
現
状
を
打
破
す
る
た
め

に
は
、「
政
権
交
代
し
か
な
い
」

と
い
う
多
く
の
国
民
の
思
い
を
私
も
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
年
も
多
く
の
皆
様
に
お
世
話
な
り
ま

し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
状
打
破
に
は
政
権
交
代

退職後の長期共済の制度内容を熱心に聞く参加者
＝１２月４日、北見市

第８０回メーデー・ポスター図案募集

昨
年
、
釧
路
か

ら
道
本
部
に
来

て
、
あ
っ
と
い
う

間
に
１
年
が
過
ぎ

た
。最

近
で
は
、
新

聞
で
大
企
業
に
お

い
て
も
非
正
規
労

働
者
の
「
雇
い
止
め
」「
大
量

解
雇
」
の
記
事
が
紙
面
を
賑

わ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
、
非
正
規
労

働
者
が
自
分
達
の
雇
用
や
労

働
条
件
を
守
っ
て
い
く
た
め

に
、
団
結
し
、
労
働
組
合
を

立
ち
上
げ
る
動
き
も
で
て
き

て
い
る
。
現
時
点
で
は
、
な

か
な
か
正
規
と
非
正
規
が
一

緒
に
な
っ
て
課
題
を
考
え
る

事
が
で
き
な
い
で
い
る
こ
と

も
事
実
と
し
て
あ
る
。
し
か

し
、「
非
正
規
の
問
題
だ
か

ら
」
と
言
っ
て
片
付
け
て
し

ま
っ
て
い
た
ら
、
社
会
の
矛

盾
は
変
わ
ら
な
い
し
、
本
質

を
見
抜
く
こ
と
は
で
き
な

い
。
正
規
と
非
正
規
問
わ
ず

労
働
者
全
体
で
手
を
取
り
合

い
な
が
ら
た
た
か
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

道
本
部
青
年
部
で
は
、
新

年
早
々
に
春
闘
討
論
集
会
、

共
闘
関
係
で
は
団
結
集
会
が

開
催
さ
れ
る
。
全
道
、
全
国

の
青
年
の
仲
間
と
と
も
に
、

今
の
社
会
の
矛
盾
や
本
質
に

つ
い
て
な
ど
考
え
、
労
働
者

全
体
で
の
た
た
か
い
を
つ
く

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
渡
邊

修
吾
）
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